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1．はじめに
　専門的なテキストを構成する語彙は，一般に基本語彙・準専門語彙・専
門語彙の3種に大別される（Nation2001：187）。専門語（専門用語とも）は
使用頻度は低いが，専門分野の学習には欠かせない重要な語である。専門
語は，狭義には学術用語に代表される術語，広義には職業語をさす（野元
1980：562）。専門語の規定は，①専門分野の概念を表す語（Sager，
Dungworth＆McDolald　1980：75，宮島1981：1－2，　Felber1984：168，
ISO7041984：8，），②同じ専門の人の問で使われる語（野元1980：562，
影浦2002：6），③一般的に使われない語（宮島1981：1），の3種に大別さ
れる。①は専門語の指示内容からの規定であり，②と③は専門語の使用の
面からの規定である。小論では，外国人留学生（以下，留学生と略す）のた
めの専門語の選定という目的から専門語辞典や用語集に掲載される語を専
門語とする1）が，これは①の立場である。
1）英語では，専門語のリスト作成の方法として，専門語辞典を用いる方法とコ
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　専門語の第一の特徴は，ほとんどが名詞である（野元1980：562，宮島
1981：164，太田2003）ことである。さらに，学術用語の特徴として宮島
（1981：10）は，多義語を嫌うこと，類義語を嫌うこと，意味が文脈に左
右されないこと，感情的意味が問題にならないこと，使用頻度が低いこ
と，新語ができやすいこと，意識的な規制を受けやすいこと，外来語が入
りやすいこと，国際性が強いこと，を挙げている。
　留学生に関係の深い専門語は学術用語だが，日本語の学術用語は漢語が
圧倒的に多く（宮島1981：40），日常語または基本語彙とまったく違った
もので難iしい（宮島1981：26）。それを反映して，一般的な日本語教育で
指導される物理の専門語は「音」「波」などの日常語に限られ，「重心」
「半導体」など日本人が高校卒業までに学習し，専門教育の前提となる基
本的な専門語の多くは指導されない。国費留学生など一部の理系学部進学
予定者に対する予備教育2＞においては，日本語による物理の教育が行わ
れ，その中に基本的な専門語の指導も含まれるが，多くの一般の留学生は
そのような学習の機会がないまま3）大学に進学する。大学在籍の留学生の
理解する理科用語数の平均値は，中学1～3年生のそれよりも低い（長谷
川・オボッド2003）との報告もあり，留学生の専門語不足4）の問題は深刻
　　一パスに基づく頻度表を用いる方法とがあり，前者は専門語の選択基準が不
　　明などの問題があるとされる（Nation　2001：201）。日本語では，自然言語処
　　理や情報処理の分野においてコーパスから専門語を抽出する研究が行われて
　　いるが，まだ一般的とはいえない。
2）東京外国語大学留学生日本語教育センター，大阪外国語大学留学生日本語教
　　育センター，日本学生支援機構東京日本語教育センター（旧国際学友会日本
　　語学校）においては，理工系学部や高等工業専門学校に進学する国費留学生
　　に対する予備教育の一環として日本語による物理の指導が行われている。ま
　　た，日韓共同理工系学部留学生事業においても日本語による物理の指導が行
　　われている。
3）一般の留学生が予備教育の一環として日本語による物理の教育が受けられる
　　代表的な機関は，東海大学留学生教育センターである。
4）理工系留学生の場合，日本語による専門教育を受ける可能性が高いのは学部
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である。
　理工系の専門教育の前提となる物理の基本的な専門語の効率的な学習の
ためには，学習すべき専門語の特定が重要だが，管見では，そのような調
査は，まだ行われていない。『学術用語集物理学編（増訂版）』（1990）に
は，物理の標準的な専門語が約1万語掲載されているが，基本的な専門語
か否かの区別は示されていない。高校の物理教科書には物理の基本的な専
門語が多数掲載されていると予想され，語彙調査（土屋他1983，1984）も
行われている。だが，その調査資料は，「物理IA」1科目の1冊の教科
書本文のみで，「物理H」の教科書の調査がなく，高校物理教科書におけ
る物理の専門語の一般的な出現傾向を知る資料としては不十分である。
　物理は留学生用に専門語を意識的に取り上げた教材が多い分野で（仁科
1997：61），留学生向けの専門語辞典や用語集も出版されているが（仁科
1997：65），それらには専門語の選定に関する基準や基礎調査についての
記述はほとんどない。人文・社会科学系の専門語については，高校教科書
の調査に基づいた基本的な専門語の用語集が出版されているが5），自然科
学系にはそのようなものがない。
　そこで，小論では，物理の専門語を載せる留学生用の専門語辞典や用語
集，教材について概観した後，日本人が高校卒業までに学習する「物理の
基本的な専門語」を調査し，それを基にその効率的な学習のために「理工
系留学生のための物理の専門語」の選定を試みる。
2．物理の専門語を扱う留学生用の専門語辞典や用語集，教材
物理の専門語を載せる留学生用の専門語辞典や用語集，教材は，入手で
　留学生である。大学院生の場合は，英語で専門教育を受けることが多く，日
　本語で専門教育を受ける場合も専門が高度に細分化されているため，必要な
　専門語には高度な専門語が含まれる。だが，その場合も，必要な専門語には
　基本的な専門語が含まれると予想される。
5）山川出版社から『政治・経済用語集』『地理用語集』などが出版されている。
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きた主なものだけでも20点近くあった。理工学用語や科学技術用語など物
理の専門語とは範囲がやや異なるもの，物理と化学の専門語を混在させた
もの，取り上げる物理の専門語数が極端に少ないものを除くと11点になっ
た。それらに掲載される物理の専門語は，日本人向けの専門語辞典と同様
に「電波」などの専門的な概念を表す語のみを載せる8点と，「依存す
る」など物理の専門語とともに使用する一般語をも同一リストに含む3点
（道脇1991，1992，山崎・平林1995）とに分けられた。後者は物理の理解
や表現に関わる語彙を広くとったもので留学生への配慮が見られるが，小
論では高校教科書の索引に掲載される専門語との比較（後述）を行うた
め，前者に限って表1にまとめた。
　表1の専門語数は，専門語辞典や用語集の①～④は見出し語数，物理教
旨1　留学生用の専門語辞典，用語集，教材に示される物理の専門語
書　　　　名 専門語の範囲 専門語数
① 『外国人のための専門用語辞典』1966 一般教育に必要な語 2284語
② 『外国人留学生用物理・化学用語集』1970聞いただけではわかりにｭい語
759
③ 『高専留学生のための工業基本術語集矧w・物理編　中国語版』1986
高専3年に編入する留学
ｶ用
揄ﾈ1，物理
200
④ 『進学する人のための物理用語・公式集』Q003 物理IB，物理H，＋α 647
⑤ 『留学生の物理学』1989 一般教育または基礎教育 337
?
『日本の大学をめざす人の物理学』2004
物理IB，物理H
i日本留学試験物理シラ
oス）
496
⑦ 『チャレンジ理科〈物理〉』2005
@　　’
物理IB，物理H
i日本留学試験物理シラ
oス）
376
?
『進学する人のための物理』2005 脚理IB・物理1 615
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科書の⑤～⑧は索引に掲載された語6）の数である。①～⑧の専門語数は
200語～2284語で，『学術用語集物理学編（増訂版）』の約1万語の3割以
下であり，基本的な語が収録されていると思われる。物理教科書は，いず
れも物理的な考え方や方法の大半が含まれる力学と電磁気学を中心に扱っ
ており（道脇2003），2002年に独立行政法人日本学生支援機構から発表さ
れた「日本留学試験物理シラバス」にも同様の傾向が見られる。
　表1の8つの資料のうち，見出し語や索引掲載の語の選定方針や資料が
公表されているのは①と③のみで，他の資料にはそのような記述がない。
①は大学の一般教育の物理の学習に必要な専門語を載せた専門語辞典で，
専門語の選定資料には，高校教科書の索引の語，留学生課程教科書の注，
索引の語，大学の一般教養課程用教科書，学習参考書，学習指導要領の用
語などを用いたと「あとがき」に記されている。③は国立高等専門学校3
年に編入する留学生用に200語を選定したもので，高校「理科1」「物理」
の教科書から選定するなど10の方針に基づいて編集されている（斎藤
1986）7）。
6）索引に掲載されている語が専門語か否かの検討は後述。
7）　『高専留学生のための工業基本術語集』は，数学・物理学編，電気電子工学
　編，工業化学編，機械工学の5科目について中国語版，韓国語版，インドネ
　　シア語版，マレー語版をめざして冊子が作成された。一関工業高等専門学校
　　の佐藤和久氏のご教示によれば，冊子版の後，この用語集は，各分野100語
　程度で計約1万語のフロッピー版となり，さらに2001年にはCD－ROM版と
　Web版が出された。　CD－ROM版とWeb版は，国立高等専門学校協会内の
　　「留学生のための専門用語集（電子版）作成調査ワーキンググループ」が開
　発したもので，弓勢・留学生のための専門用語辞典（電子版）作成調査結果
　　ワーキンググループ委員会（1999）に，途中経過の報告がある。同グループ
　　によるWeb版（http：〃dbase．cc．ichinosekLacjp）は，日本語と英語・タイ語
　の検索を可能にしたもので，物理約500語，化学約800語，数学約800語など
　11科目の専門語約1万1200語が収録されている。Web版の開発については，
　佐藤（2002）に報告がある。
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3．「物理の基本的な専門語」の調査
　大学等に進学する日本人が高校卒業までに学習する「物理の基本的な専
門語」は，高校教科書の「物理IB」8）「物理H」の2科目の教科書に集
中的に現れると予想される。そのため，「理工系留学生のための物理の専
門語」の選定の基礎となる「物理の基本的な専門語」の調査資料には，
「物理IB」「物理H」の全教科書の索引を用い，掲載される語句を出現
頻度とともに調査した。
　「物理IB」「物理H」の教科書の索引には，物理の専門語が数多く掲
載されるが，「報告書」など専門語とは考えにくい教科書本文の見出しな
ども少数交じる。ただ，それらは出現頻度が低く全索引を資料に頻度調査
を行えば，その影響は避けられることから，「物理IB」「物理H」の索引
の語句を物理の専門語と見なすことにした。
　「物理IB」「物理H」の教科書索引には中学で学習する専門語が少ない
のではないかとの懸念もあった。が，『中学校理科1分野上』『同説』（大日
本図書，2002年度用）の索引に掲載される専門語の調査を試みたところ，全
体で192語中147語（76．6％）が高校の「物理IB」「物理H」または「化学
IB」「化学H」9）の全索引中に収録されており，問題は比較的小さいと判断
して中学教科書からの専門語の補充は行わなかった。
　　「物理IB」「物理1」の教科書の索引の問題点は，「滑車」など実験に
必要な器具の名称がほとんどないことである。器具の名称は必ずしもすべ
てが専門語辞典に掲載されるわけではないが，物理の学習には欠かせない
語なので，別途おぎなう必要がある10）。
8）　「物理IA」「物理IB」の区別は，2003年度以降なくなった。
9）化学の専門語についても物理と同様の調査を行っており，その資料を利用し
　　た。詳しくは，小宮千鶴子（印刷中）「理工系留学生のための化学の専門
　　語一高校教科書の索引調査に基づく選定一」『専門日本語教育研究』第
　　7号を参照されたい。
10）　文部省（1966），松井・予示（1992），山崎他（1992）には，器具などの図が
　　掲載されている。
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3－1．方法
　1）2002年度用の高校物理教科書「物理IB」14冊と「物理H」7冊の
　　それぞれの索引について，掲載される語句を索引のとおりの表記で入
　　適し，仮名で読みをつけ，索引ごとにファイルを作成した。人名と単
　　位名は項目を立てて，チェックした。「等電位面（線）」のように複数
　　の語が1つの項目にまとめられている場合は，「等電位面／等電位
　　線」のように分割した。ただし，「ボイル・シャルルの法則」など
　　『学術用語集物理学編（増訂版）』に対の形で取り上げられているも
　　のについては分割しなかった。
　2）「物理IB」の14のファイル，「物理五」の7つのファイルを，科目
　　ごとにまとめて「物理IB」「物理1」のファイルとした。その際，
　　「α線」「アルファ線」，「運動の第一法則」「運動の第1法則」，
　　「ウェーバー」「ウェーバ」のような異表記をまとめ，異表記の項目
　　を立てて「あり」とした。「物理IB」「物理H」の科目ごとに異なり
　　語数を求め，出現頻度を計算：した。
　3）「物理IB」「物理H」の2科目のファイルを1つにまとめ，物理全
　　体のファイルを作成した。その際にも2）と同様に異表記をまとめ，
　　全体の異なり語数を求めた。不明な点は，教科書本文や他の索引，学
　　術用語集，専門語辞典などで確認し，誤植などの明らかな誤りは訂正
　　した。
3－2．資料
　資料には，2002年度用の次の高校教科書「物理IB」「物理H」の索引
を用いた。書名の後の数字は，各教科書の表紙に記載されている番号であ
る。
　〈「物理IB」14冊〉
①『高等学校物理IB』霜田光一ほか9名，学校図書，509
②『物理IB』近角聡信ほか9名，東京書籍≡，593
③r新編物理IB』近角聡信ほか7名，東京書籍，594
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④『新訂物理IB』西川哲治ほか8名，大日本図書，595
⑤『物理IB』大槻義彦ほか11名，実教出版，596
⑥『高校物理IB新訂版』神部勉ほか6名，実教出版，597
⑦『詳説物理IB改訂版』小出昭一郎ほか15名，三省堂，598
⑧『物理IB改訂版』中山正敏ほか14名，三省堂，599
⑨『高等学校物理IB改訂版』斉藤晴男ほか13名，新興出版社啓林館，
　600
⑩『高等学校標準物理IB改訂版』斉藤晴男13名，新興出版社啓林館，
　601
⑪『改訂版高等学校物理IB』宮本重徳ほか6名，数研出版，602
⑫『改訂版新編物理IB』南園忠則ほか7名，数研出版，603
⑬『高等学校改訂新物理IB』中村英二ほか20名，第一学習社，604
⑭1高等学校改訂物理IB』中村英二ほか20名，第一学習社，605
　〈「物理H」7冊〉
①『詳説物理H』小出昭一郎，阿部龍蔵ほか14名，三省堂，555
②『物理H』中山正敏ほか14名，三省堂，556
③『物理H』近角聡信ほか9名，東京書籍，648
④『物理H』大槻義彦ほか9名，実教出版，649
⑤『高等学校物理H改訂版』斉藤晴男ほか13名，新興出版社啓林館，650
⑥『改訂版高等学校物理H』宮本重徳ほか5名，数研出版，651
⑦『高等学校改訂物理H』中村英二ほか20名，第一学習社，652
3－3．調査結果
　　「物理IB」と「物理H」の教科書索引からは，「エネルギー」のよう
な単語と「慣性の法則」のような句を得たが，小論ではいずれも物理の専
門語と呼び，「語」で数える。
　　「物理IB」の14の索引からは，延べで5204語，同じく「物理∬」の7
つの索引からは1771語が得られ，合計で6975語あった。「物理IB」は教
科書数も「物理H」の2倍あり，1索引あたりの専門語数の平均も「物理
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表2　「物理IB」の専門語（延べ語数）
Nα 教科書番号 一般 単位 人名 合計
1 509 326語 14語 2語 342語
2 593 328 38 0 366
3 594 196 16 0 212
4 595 272 19 20 311
5 596 387 22 1 410
6 597 276 14 1 291
7 598 440 29 1 470
8 599 258 15 1 274
9 600 404 25 0 429
10 601 383 40 0 423
11 602 405 36 45 486
12 603 340 26 0 366
13 604 313 31 1 345
14 605 443 32 4 479
合計 4771 357 76 5204
平均 340．8 25．5 5．4 371．7
H」の253．0語に対して371．2語と約1．5倍あった。ただし，いずれも索引
間の差が大きく，「物理IB」では最少の212語と最多の486語との問に約
2．3倍，同様に「物理1」では最少の159語と最多の315語との間に約1．9倍
の開きがあった。
　得られた専門語は，意味の面から，「単位」「人名」と，「共鳴」「オーム
の法則」などの「一般」との3種に分けた。「物理IB」と「物理丑」の
いずれの専門語も，「一般」が9割前後を占めて最も多かった。「単位」は
すべての索引に存在したが，「人名」は索引による差が大きく，「物理I
B」も「物理H」も人名は1名あるかないかという索引から数十名に及ぶ
ものまで様々だった。
一26一
表3　「物理H」の専門語（延べ語数）
Nα 教科書番号 一般 単位 人名 合計
1 555 269語 12語 1語 282語
2 556 165 10 1 176
3 648 144 14 1 159
4 649 237 9 1 247
5 650 233 14 47 294
6 651 234 9 72 315
7 652 258 17 23 298
合計 1540 85 146 1771
平均 220．0 12．1 20．9 253．0
表4　「物理IB」「物理H」の専門語（異なり語数）
一　般 単　位 人　名 合計
物理IB1062語（89．8％）66語（5．6％） 54語（4．6％） 1182語
物理H 664（85．3） 24（3．1） 90（11．6） 778
物理全体 1504（88．5） 75（4．4） 120（7．1） 1699
重複 222 15 24 261
　異なり語数は，「物理IB」が1182語，「物理H」が778語で，全体では
1699語だった。1699語という量は，大学の一般教育の物理の学習に必要な
専門語を想定した『外国人のための専門用語辞典』の2284語よりは少ない
ものの，本調査と同じ「物理IB」「物理1」を範囲としている『チャレ
ンジ理科〈物理〉』の376語，『日本の大学をめざす人の物理学』の496語，
『進学する人のための物理』615語の2．6倍～4．5倍の量だった。
　次に，各専門語の「物理IB」「物理1」の索引への出現頻度を調査し
た。「物理IB」では，異なり語数1182語のうちすべての索引に現れた頻
度14の専門語は57語（4．8％）で，全体の5％以下だった。それとは対照
的に，頻度1の専門語は全体の4割を超え，頻度2も含めると全体の5割
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表5　「物理IB」の専門語の出現
　　　頻度
頻度 語数 構成比 累積比
14 57 4．8％ 4．8％
13 58 4．9 9．7
12 43 3．6 13．3
11 42 3．6 16．9
10 24 2．0 18．9
9 22 1．9 20．8
8 28 2．4 23．2
7 30 2．5 25．7
6 44 3．7 ・29．4
5 54 4．6 34．0
4 61 5．2 39．2
3 78 6．6 45．8
2 150 12．7 58．5
1 491 41．5 100．0
1182100．0
表6　「物理H」の専門語の出現頻
　　　度
頻度 語数 構成比 累積比
7 47 6．0％ 6．0％
6 36 4．6 10．6
5 34 4．4 15．0
4 40 5．1 20．1
3 72 9．3 29．4
2 131 16．8 46．2
1 418 53．7 100．0
778 100．0
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図1　「物理IB」の専門語の出現頻度
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「物理1」の専門語の出現頻度
を超えた。
　「物理瑚では，異なり語数778語のうちすべての索引に現れた頻度7
の専門語は47語（6．0％）のみだった。それとは対照的に，頻度1の専門
語のみで5割を超え，頻度2も含めると，全体の7割以上に達した。
　「物理IB」「物理H」の索引から得た専門語は，文部科学省の学習指
導要領に従って執筆されているにもかかわらず，多くの索引に共通する専
門語は少なかった。その原因としては，教科書の難易度の差，索引に掲載
される専門語数の違い，同一の事物を表す専門語のゆれなどが考えられ
る。
4．「理工系留学生のための物理の専門語」の選定
　「理工系留学生のための物理の専門語」（以下，「留学生用物理」と略
す）は，日本語で専門教育を受ける理工系留学生が専門教育の基礎となる
「物理の基本的な専門語」を効率よく学習するためのものである。そこ
で，前節の調査結果を基に「物理の基本的な専門語」を構成する専門語の
うち「物理IB」「物理H」のいずれか一方の索引の半数以上に収録され
た専門語を「留学生用物理」とすることにした。
　上記の条件を満たしたのは，「物理の基本的な専門語」1699語中の433語
で，全体の約4分の1に相当した。選定された「留学生用物理」のうち
「物理IB」「物理H」のいずれか一方の全索引に出現したのは103語で，
「物理の基本的な専門語」の1割以下だった。
4－1．「留学生用物理」の性格
　「留学生用物理」には，「波長」のような単語が376語（87．0％）と多
く，「ボイルの法則」のような句は56語（13．0％）だった11）。品詞は名詞
または名詞句だった。意味の面からは，「遠心力」のような一般の専門語
11）句形式の専門語は，すべて「留学生用物理」に含まれたため，その割合が高
　　くなった。
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表7　「留学生用物理」と「物理の基本的な専門語」
一　般 単位 人名 合計
留学生用物理 398語（91．9％）32語（7．4％）3語（0．7％）433語
物理の基本的な専門語 1504　（88．5％）75（4．4） 120（7．1） 1699
が397語で9割以上を占めて最も多く，「アンペア」のような単位は32語
（7，4％），「アインシュタイン」のような人名は3語（0．7％）だった。人
名の割合が極端に低いのは，人名を多く載せた索引が「物理IB」「物理
H」ともに半数に満たず，「留学生用物理」の選定基準に該当する語が少
なかったためである。
　「留学生物理」の語種については，語形式の376語から人名3語を除い
た373語を調査対象とし，『新潮現代国語辞典第二版』によって判定した。
その結果，句も交えた「留学生用物理」の全体で見ると，漢語が58．0％
（251語）で最も多く，以下，混種語が16．6％（72語），外来語が8．5％
（37語），和語12）が3．0％（13語）の順だった。物理の学術用語100語を対
象とした宮島（1981：39）の調査結果13）と比較すると，順位と和語の割合
は同じだが，漢語と混種語が少なく，外来語が多かった。
　物理の専門語が日常語や基本語との隔たりが大きいことは，語種の調査
結果からも裏付けられたが，確認のため，「留学生用物理」に含まれる
『日本語能力試験出題基準改訂版』の「1，2級語彙表」に含まれる語を
調査した。調査対象は，語形式の376語から人名を除いた373語とした。調
査の結果，調査対象の8．3％に当たる次の31語が得られた。
　「留学生用物理」の語構成については，語形式の376語から人名を除い
12）　「音色」は，「ね」（ねいろ）にのみある索引が10，「ね」と「お」（おんしょ
　　く）の両方にある索引が1，「お」のみの索引が1だったため，「ねいろ」と
　　し，和語に分類した。
13）宮島は『学術用語物理学編』の初版を用い，ランダムに100語を選んでいる。
　　句が5％と少ない点も本調査と異なる。
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表8　「留学生用物理」に含まれる「日本語能力試験1級」の語
圧力　うなり　エネルギー　重さ　温度　加速度　干渉　共鳴　交流　作用
仕事　周期　重力　焦点　速度　力　抵抗　電子　電波　電流　電力　波　音
色熱熱量速さ腹節／カロリーボルトワット
た373語を対象に，学術用語集の造語成分の調査に使用された石井（1997：
22－24）の基準を本調査用に一部変更した次の基準を用いて造語成分の数
を調査した。
　　（1）本則
①和語および外来語については，現代日本語の語構成意識に照らして，意
　味を担う最小の語彙的単位を造語成分とする。
　　和語の例…うなり，波，力
　　外来語の例…エネノレギー，カロリー，モル
②漢語については，二字漢語をもって1つの造語成分とする。1字の漢語
　は，他の造語成分と結合する場合にかぎって造語成分と認める。
　　例…周波／数，ワット／時，等速／円／運動
　（2）補則
①和語で，いわゆる語基に接辞のついた「速さ」「重さ」は，全体を1つ
　の造語成分とする。
②複合動詞の転成名詞は，全体を1つの造語成分とする。
　　例…はねかえり／係数
③本来，並列の構造にある要素どうしが融合したものは，全体を1つの造
　語成分とする。
　　例…電磁波
④英数字・ギリシア文字・記号など，また，漢数字をはじめとする数字に
　ついては，1文字を1つの造語成分とする。ただし，これらが連続した
　ものはそれ全体を1つの造語成分とする。
　　例…α／線，第／一／宇宙／速度，MKSA／単位／系
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表9　「留学生用物理」の造語成分の数
造語成分の数 語数 割合 語例
1 105 28．2％圧力　重さ　カロリー　核子　ダイオード
2 208 55．7 原子核　静電エネルギー　弾性衝突　ワット時
3 51 13．7 強磁性体定積モル比熱　メガ電子ボルト
4 7 1．9 n型半導体　第一宇宙速度　放射性同位体
5 2 0．5 メートル毎秒毎秒　等加速度直線運動
計 373 100．0
　調査の結果，調査対象の373語は造語成分が2つの語が5割を超えて最
も多く，次いで造語成分が1つの単純語が3割近くあり，両者で約84％に
達した。これは学術用語集の専門語が3つ以上の造語成分から成る高次結
合語を多数含む（石井1986）のとは対照的な結果である。
　「留学生用物理」433語は，教科書索引への出現頻度の高い物理の基本
的な専門語だが，和語は3．0％，日本語能力試験1級の語彙も8％以下
で，難しい語が多かった。一方，語構成の面からは，造語成分の多い語が
少なく，易しい語が多かった。
4－2．「留学生用物理」から見た留学生用物理教材の専門語
　高校物理教科書の索引調査を基に選定した「留学生用物理」の専門語
は，留学生用物理教材の索引に掲載される専門語とどの程度一致するのだ
ろうか。それを知るために，「物理IB」「物理H」の指導を中心とした前
述の3つの教材から『チャレンジ理科〈物理〉』（以下，『チャレンジ』と
略す）の索引の専門語を例に，小調査を試みた。
　『チャレンジ』の索引には376語の専門語が掲載されているが，その約
94％に当たる354語が「物理の基本的な専門語」に含まれ，「物理IB」
「物理H」の索引にない語は22語のみだった。「物理の基本的な専門語」
に含まれた354語のうち「留学生用物理」にも含まれたのは234語14）で，
「留学生用物理」全体の54．2％だった。索引に掲載された専門語から判断
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する限り，『チャレンジ』の専門語は「物理IB」「物理H」の教科書に
沿ってはいるが，「留学生用物理」の専門語は半数強にとどまり，あまり
効率的とはいえなかった。
5．おわりに
　小論では，専門教育を受け始めた段階の留学生の効率的な専門語学習の
ために「理工系留学生のための物理の専門語」の特定を試みた。まず，
2002年度の高校「物理IB」と「物理H」の教科書のすべての索引を資料
に，高校卒業までに学習する「物理の基本的な専門語」を調査した。その
結果，1699語の専門語が得られたが，索引間で掲載する語の差が大きく，
多くの索引に共通して現れる出現頻度の高い専門語は少なかった。
　次に，「物理の基本的な専門語」のうち「物理IB」「物理H」のいずれ
かの索引の半数以上に現れた専門語を「理工系留学生のための物理の専門
語」とし，433語を得た。それらには和語や日本語能力試験1級の語が少
なく日常語や基本語との隔たりが大きかったが，語構成はあまり複雑では
なかった。1つの留学生用物理教材を例に「理工系留学生のための物理の
専門語」との一致度を調査したところ，半数強のみが含まれた。
　「理工系留学生のための物理の専門語」の特定は，物理の基本的な専門
語の学習の効率化に関して一定の成果を挙げたといえるだろう。しかし，
このリストには不十分な点がある。器具の名称を欠くことは先に述べた
が，「電場／電界」のような同一事物をさす専門語の整理や専門教育を視
野に入れた専門語の選択などは，物理の非専門家の筆者には行えなかっ
た。リストの内容は専門教育との関係から更なる検討が必要と思われる。
リストの利用法や日本語教育からの専門語の指導法の開発も含めて，今後
の課題としたい。
14）　「空気の抵抗」と「空気抵抗」のような「の」の有無は，英語が一致すれ
　　ば，無視した。
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〈資料1＞「理工系留学生のための物理の専門語」　433語
＊表記は「物理IB」「物理皿」の索引の表記に従った。同一語の表記が複数ある
場合は，同一科目内では多数の表記に従い，異なる科目間では学術用語集や専門
　語辞典の表記を参考に決めた。
＊太字は「物理IB」か「物理1」のいずれかの全索引にあった103語を示す。
①単位32語
　アンペア，アンペア毎メートル，ウェーバ，オーム，カロリー，キロワット時，
　クーロン，グレイ，ケルビン，原子質量単位，シーベルト，重量キログラム，
　ジュール，テスラ，電子ボルト，ニュートン，ニュートン毎ウェーバ，ニュート
　ン毎クーロン，パスカル，ファラド，ベクレル，ヘルツ，ヘンリー，ボルト，
　メートル毎秒，メートル毎秒毎秒，メガ電子ボルト，モル，ラジアン，ラジアン
　毎秒，ワット，ワット時
②人名3語
　アインシュタイン，クーロン，ホール
③一般398語
　アース，圧力，アボガドロ定数，α線，α崩壊，位相，位置エネルギー，陰極
　線，渦電流，宇宙線，うなり，運動エネルギー，運動の第1法則，運動の第3法
　則，運動の第2法則，運動の法則，運動方程式，運動量，運動量保存の法則，S
　極，x成分，　X線，　n型半導体，　N極，エネルギー，エネルギー準位，エネル
　ギー保存の法則，MKSA単位系，遠心力，円すい振り子，凹レンズ，オームの
　法則，音の3要素，重さ，温度，音波，開管，回折，回折格子，核エネルギー，
　核子，角周波数，角振動数，角速度，核反応，核分裂，核融合，核力，重ね合わ
　せの原理，可視光線，加速度，干渉，慣性，慣性の法則，慣性力，完全弾性衝
　突，完全非弾性衝突，γ線，気体定数，基底状態，起電力，基本音，基本振動，
　吸収スペクトル，球面波，強磁性体，共振，共振回路，共振周波数，共鳴，虚
　像，霧箱，キルヒホッフの法則，偶力，クーロンの法則，クォーク，屈折角，屈
　折の法則，屈折率，結合エネルギー，ケプラーの法則，限界振動数，原子核，原
　子番号，コイル，光子，向心力，合成速度，合成抵抗，合成容量，剛体，光電効
　果，光電子，交流，交流電圧，交流電流，光量子，合力，固定端，固有X線，固
　有振動，固有振動数，コンデンサー，コンプトン効果，サイクロトロン，最大摩
　擦力，作用，作用線，作用点，作用反作用の法則，磁化，磁界，紫外線，磁極，
　磁気力，次元，自己インダクタンス，仕事，仕事関数，仕事の原理，仕事率，自
　己誘導，自然光，磁束，磁束密度，実効値，実像，質量欠損，質量数，磁場，
　シャルルの法則，周期，重心，自由端，終端速度，充電，自由電子，周波数，自
　由落下，自由落下運動，重力，重力加速度，重力による位置エネルギー，ジュー
　ル熱，瞬間の加速度，瞬間の速さ，焦点，焦点距離，初速度，磁力線，真空の誘
　電率，真空放電，進行波，振動数，振動電流，振幅，垂直抗力，スカラー，スペ
　クトル，正弦波，正孔，静止摩擦係数，静止摩擦力，静電エネルギー，静電気
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力，静電しゃへい，静電誘導，整流作用，赤外線，絶縁体，絶対温度，絶対屈折
率，絶対零度，接地，線スペクトル，全反射，線密度，相互インダクタンス，相
互誘導，相対屈折率，相対速度，増幅作用，速度，速度の合成，速度の分解，素
元波，疎密波，素粒子，ソレノイド，第一宇宙速度，ダイオード，帯電，耐電
圧，第二宇宙速度，縦波，端子電圧，単色光，単振動，単振動のエネルギー，弾
性エネルギー，弾性衝突，弾性力，弾性力による位置エネルギー，断熱圧縮，断
熱変化，単振り子，力，力の合成，力の分解，力のモーメント，中性子，超音
波，張力，直列接続，強い力，定圧変化，定圧モル比熱，抵抗，抵抗率，定常状
態，定常波，定積変化，定積モル比熱，電圧，電圧計，電圧降下，電位，電位降
下，電位差，電荷，電界，電気振動，電気素量，電気抵抗，電気容量，電気量，
電気力線，電子，電子顕微鏡，電子波，電磁波，電磁誘導，点電荷，電場，電
波，電流，電流計，電力，電力量，同位相，同位体，等温変化，等加速度直線運
動，透磁率，等速円運動，等速直線運動，等速度運動，導体，等電位線，等電位
面，動摩擦係数，動摩擦力，特性X線，ドップラー効果，凸レンズ，トランジス
タ，内部エネルギー，内部抵抗，波，波の重ね合わせの原理，波の干渉，波の独
立性，波の速さ，2乗平均速度，入射角，ニュートンリング，音色，熱，熱運
動，熱機関，熱効率，熱の仕事当量，熱平衡，熱容量，熱力学の第一法則，熱力
学の第二法則，熱量，媒質，倍振動，π中間子，倍率器，はく検電器，白色光，
波形，晶出，波長，発音体，パッシェン系列，波動，ハドロン，はねかえり係
数，ばね定数，ばね振り子，波面，速さ，腹，パルス波，バルマー系列，半減
期，反作用，反射角，反射の法則，半導体，反発係数万有引力，万有引力定
数，万有引力による位置エネルギー，万有引力の法則，反粒子，p型半導体，光
の速さ，光の分散，非弾性衝突，比電荷，比熱，比誘電率，標準状態，ファラ
デーの電磁誘導の法則，不可逆変化，復元力，節，フックの法則，物質波，不導
体，プランク定数，振り子の等時性，分流器，分力，閉管，平均の加速度，平均
の速さ，平行四辺形の法則，平行板コンデンサー，平面波，並列接続，β線，
ベータトロン，β崩壊，ベクトル，変圧器，変位，偏光，ホイートストンブリッ
ジ，ホイヘンスの原理，ボイル・シャルルの法則，ボイルの法則，放射性同位
体，放射線，放射能，放電，放物運動，ボーア半径，ホール効果，保存力，ボル
ツマン定数，摩擦電気，摩擦力，右ねじの法則，面積速度一定の法則，モル比
熱，誘電体，誘電分極，誘電率，誘導起電力，誘導電流，陽子，陽電子，横波，
弱い力，ライマン系列，ラウエ斑点，リアクタンス，力学的エネルギー，力学的
エネルギー保存の法則，力積，理想気体，理想気体の状態方程式，リュードベリ
定数，量子数，臨界角，励起状態，レプトン，連鎖反応，連続X線，連続スペク
トル，レンツの法則，ローレンツカ，y成分
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〈資料2＞「物理の基本的な専門語」のうち資料1を除く頻度2以上の専門語499
　　　　語
＊表記は「物理IB」「物理皿」の索引の表記に従った。同一語の表記が複数ある
　場合は，同一科目内では多数の表記に従い，異なる科目間では学術用語集や専門
　語辞典の表記を参考に決めた。
＊太字は「物理IB」か「物理H」のいずれかの全索引にあった103語を示す。
①単位28語
　ウェーバ毎平方メートル，エレクトロンボルト，オームメートル，カロリー毎グ
　ラムケルビン，気圧，キュリー，キログラム，キログラム重，キログラムメート
　ル毎秒，キロメートル毎時，キロワット，重量グラム，ジュール毎グラム毎ケル
　ビン，ジュール毎ケルビン，セ氏度，セルシウス度，ニュートン秒，ニュートン
　毎平方メートル，ニュートンメートル，ピコファラド，秒，ヘクトパスカル，ボ
　ルト毎メートル，マイクロファラド，メートル，ラド，レム，レントゲン
②人名45語
　アリストテレス，オーム，ガリレイ，菊池正士，キャベンディッシュ，キュ
　リー，ケプラー，ゲルマン，コッククロフト，コペルニクス，コンプトン，シャ
　ルル，ターレス，チャドウィック，テイコ・ブラーエ，ディラック，デビソン，
　デモクリトス，ド・プロイ，トムソン，JJ．，トムソン，　G．P．，ドルトン，長岡半
　太郎，ニュートン，・ハイゼンベルグ，パスカル，バルマー，ファラデー，ブラッ
　グ父子，フランク，プランク，ヘルツ，HR．，ヘルツ，　G，L，ホイヘンス，ボイ
　ル，ボーア，ボルタ，マクスウェル，ヤング，湯川秀樹，ラウエ，ラザフォー
　ド，ランフォード，リュードベリ，レントゲン
③一般426語
　IC，アイソトープ，アボガドロ数，アボガドロの法則，あらい面，アルキメデス
　の原理，α粒子，泡箱，アンテナ，イオン，位置ベクトル，一様な磁界，一様な
　電場，陰極，インダクタンス，引力，ウェーブマシン，うでの長さ，運動の三法
　則，運動摩擦係数，運動摩擦力，運動量保存則，エアバッグ，永久機関，液体，
　SI（国際単位系），　s－tグラフ，　X線管，　x－tグラフ，エネルギー資源，エネル
　二一保存則，エミッター，MKS単位系，　LSI，エレクトロニクス，円運動，円形
　波，鉛直投射，鉛直投げ上げ，鉛直投げ上げ運動，鉛直投げ下し，鉛直投げ下し
　運動，鉛直ばね振り子，オクターブ，音の大きさ，音の回折，音の干渉，音の屈
　折，音の高さ，音の強さ，音の速さ，音の反射，音源，温度係数，音波の速さ，
　ガイガー計数管，ガイガー・ミュラー計数管，開口端補正，回転数，外力，回
　路，化学エネルギー，可逆変化，拡散，核反応式，核分裂生成物，核分裂反応，
　核融合反応，可視光，加速器，加速度運動，可聴音，価電子，干渉じま，慣性
　系，γ崩壊，気体，気体の圧力，気体のする仕事，気体放電，気柱，気柱の共
　鳴，気柱の振動，基本単位，逆位相，逆起電力，逆方向，キャリア，吸収線量，
　共有結合，曲線運動，極板，キルヒホッフの第1法則，キルヒホッフの第2法
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則，記録タイマー，空気抵抗，偶力のモーメント，クーロンカ，屈折，屈折波，
組立単位，蛍光，蛍光作用，ゲージ粒子，撃力，ケプラーの第一法則，ケプラー
の第三法則，ケプラーの第二法則，原子，原子核エネルギー，原子核の崩壊，原
子核反応，原子模型，原子量，原子力，原子力電池，原子力発電，原子炉，弦の
振動，検流計，弦を伝わる波の速さ，コイルに蓄えられるエネルギー，コイルの
リアクタンス，光学距離，光軸，格子定数，合成，合成波，光線，光速，光電
管，光電流，効率，交流電圧の最大値，光量子説，抗力，光路差，光路長，国際
キログラム原器，国際単位系，誤差，固体，固定端反射，弧度法，固有周波数，
コレクター，コンデンサーの接続，コンデンサーのリアクタンス，コンプトン散
乱，サイクロトロン運動，再結合，残響，3倍音，3倍振動，散乱，二三，磁気
に関するクーロンの法則，磁極の強さ，磁気量，次元式，試験電荷，磁石，地震
波，自然長，磁束線，質点，質量，質量分析器，自転，磁場の強さ，磁場の向
き，斜方投射，重水素，集積回路，自由端反射，重陽子，重量，ジュールの実
験，ジュールの法則，純音，瞬間値，瞬間の速度，瞬時値，順方向，衝撃波，照
射食品，状態方程式，蒸発熱，初期位相，真空の透磁率，シンクロサイクロトロ
ン，シンクロトロン，シンチレーション計数管，振動，振動回路，振動数条件，
水平投射，水平投げ，水平ばね振り子，ストロボ写真，スリット，正イオン，正
極，正弦曲線，正弦波の反射，静止衛星，正電荷，静電気，静電気力に関する
クーロンの法則，静電気力による位置エネルギー，成分，正立像，節線，セルシ
ウス温度，潜熱，線量当量，疎，疎部，第1種の永久機関，大気圧，大規模集積
回路，帯電体，第二種永久機関，第2種の永久機関，太陽電池，谷，単位，単位
系，単原子分子，単振動の周期，弾性，断熱膨張，力の大きさ，力の三要素，力
のつりあい，力の向き，地磁気，地動説，中間子，中性微子，超伝導，直流，直
流回路，つりあい，つり合っている，抵抗率の温度係数，定常電流，ディメン
ション，定容モル比熱，電位差計，電界の強さ，電界の向き，電界ベクトル，電
荷保存則，電荷保存の法則，電気エネルギー，電気量保存の法則，電気力，電気
力による位置エネルギー，電源，電磁気力，電子線，電子の比電荷，電磁誘導の
法則，電池，天動説，伝導電子，電場の重ねあわせ，電場の強さ，電場の向き，
電場ベクトル，天文単位，電離作用，電流の強さ，電流の保存，電流の向き，等
加速度運動，等速運動，等速円運動の加速度，倒立像，ド・プロイ波，ド＝プロ
イ波長，トランジスタ，トレーサー，内力，波のエネルギー，波の回折，波の屈
折，波の強さ，波の反射，なめらかな面，二重性，2倍音，2倍振動，入射波，
ニュートリノ，ニュートン環，ニュートンの運動の3法則，熱核融合反応，熱機
関の効率，熱線，熱電子，熱放射，熱力学第一法則，熱力学第二法則，熱量の保
存，熱量保存の法則，年代測定，燃料棒，濃縮ウラン，場，倍音，倍率，薄膜に
よる干渉，薄膜の干渉，パスカルの原理，はね返りの係数，反射，反射波，半導
体検出器，半導体ダイオード，PN接合，　PN接合ダイオード，光のエネル
ギー，光の回折，光の偏り，光の屈折，光の散乱，光のスペクトル，光の反射，
非慣性系，非直線抵抗，比透磁率，非破壊検査，負イオン，v－tグラフ，負極，
一39一
不純物半導体，物質の三態，物質量，物体系，物体のつりあい，沸点，沸騰，負
電荷，負の仕事，ブラウン運動，ブラウン管，ブラウン管オシロスコープ，フラ
ウンホーファー線，ブラッグの条件，ブラッグの反射条件，ブラッグ反射，ブ
ラッグ反射の条件，フランク・ヘルツの実験，プリズム，浮力，フレミングの左
手の法則，分解，分極，分光器，分光分析，分散，分速度，平均の速度，平均の
力，平面鏡，ベース，ベクトルの差，ベクトルの和，ヘルツの実験，偏光板，崩
壊，崩壊系列，放射性核種，放射性原子核，放射性物質，放射性崩壊，法線，放
電管，放物線，ボーアの振動数条件，ボーアの水素原子模型，ボーアの量子条
件，ホール電圧，マイクロ波，摩擦角，密，密部，μ粒子，ミリカンの実験，ミ
リカンの油滴実験，虫めがね，無重量状態，明視の距離，モーター，山，ヤング
の干渉実験，ヤングの実験，融解，融解熱，有効数字，融点，誘導電界，誘導電
場，誘導リアクタンス，陽極，容量リアクタンス，弱い相互作用，ラザフォード
の原子模型，ラザフォードの散乱実験，ラジオアイソトープ，乱反射，力学的エ
ネルギー保存則，粒子加速器，粒子性，量子条件，量子力学，臨界量，励起，
レーザー，レーザー光，レンズ，レンズの公式，レンズの式，連続波
付記　小論は，平成14～16年度科学研究費補助金基盤研究（c）（2）「理工系留学
　　　生のための『専門連語』集の作成」（課題番号14580337）及び同一テーマに
　　　よる平成15～16年度早稲田大学特定課題研究助成費（課題番号2003A－634）
　　　による研究成果の一部である。
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